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 去る１１月１４日（月）の「県民の日記念式典」において、表彰式が行われ、大寄地区から 2 人のかたが

受賞されました。「シラコバト賞」は、住み良い地域社会の実現のために日頃から積極的に実践活動を展開さ

れている方々を表彰しております。ご尽力いただき、有難うございます。 
 

◆荻野 勝正氏（上敷免） 

  公民館や小学校等で歴史講座を務めたり、公民館だよりに神社仏閣史跡の歴史シリーズを掲載した

り、郷土の歴史文化の伝承に尽力されています。また、遊歩道周辺の除草清掃や花を植える活動も行

い、環境美化にも務めており、郷土の歴史、文化を知り、郷土を愛することに大変寄与しています。 
 

◆川田 初江氏（高畑） 

  ２９年間の長きにわたり、アルミ缶回収を行い、障がい者支援施設に寄付しています。知り合いや

ご近所などに協力の輪を広げ、収益は障がい者の福利厚生や生きがい活動に充てられています。この

活動は、資源のリサイクル活動と人々が協力してより良い社会を築くことにも寄与しています。 

１．施設利用の利用者調整会議について 

令和５年４月～７月分の施設予約をされる登録団体のかたは、ご出席をお願いいたします。 
                       

と  き １月１１日（水） 午後１時～ 大会議室・工芸室・調理実習室・和室・多目的室 

午後２時～ 体育室 

と こ ろ 大会議室 
  
◆参加される登録団体におかれましては、可能な限り１名で出席くださるようお願いします。 

◆事前にお渡ししました「利用許可申請書」に必要事項を記入のうえ、ご参加願います。 

◆駐車場は、北部運動公園駐車場をご利用ください。 
 

２．スワッグ教室 令和５年１月２６日（木）午後１時３０分～４時開催予定 

  （詳細は公民館だより１月号をご確認ください。） 

３．年末年始の休館日は、１２月２９日（木）～令和５年１月３日（火）までとなります。 

 
 

 地域安全活動や暴力排除活動にご尽力いただいたかたが対象となります「地域安全功労者」に、大寄

地区から 井田 三喜夫 氏（内ケ島）が表彰されました。 

日頃から、大寄小の「お迎えさんぽ」ボランティア活動や青少年育成推進員を通じての防犯活動にもご

尽力されております。おめでとうございます。 



 

 

 

 

 

 

  

 

令和元年度に始めた大寄小の「お迎えさんぽ」の取り組みが「埼玉・教育ふれあい賞」を受賞しまし

た。「お迎えさんぽ」は、地域のボランティアの方々が児童の下校時に迎えに行って一緒に帰る取り組み

で、児童の下校時の安全確保のため、現在約 20名のボランティアの方々が活動していただいています。 

なお、毎月、市広報とともに児童の下校時刻のお知らせを毎戸配布しておりますので、この「お迎え

さんぽ」活動の輪がさらに拡がるよう地域の皆さまのご協力をお願いします。 

 ３年ぶりの「あそびの日」は、天候にも恵まれ、たくさんの子ども達が参加してくださいました。 

小学生はドッチビー大会も行い、スタンプラリーでいろいろ

なゲームを楽しみました。小さなお子さんの一番人気はシャ

ボン玉で、青空いっぱいにシャボン玉が舞い上がりました。

手作りの道具もあって、楽しかったね！ 

 今年は「戦時中の学童疎開と援農について」荻野勝正先生から講話をいただ

きました。ご自分の家族のエピソードを踏まえ、大寄地区の当時の様子も伺う

ことができ、非常に興味深い内容でした。当日は、受講されていた遺族会のか

たにもお話いただき、有意義な１日でした。       



 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス陽性の市民のかたを対象に、  

無償で食料品と日用品の支援を行っています。 

◆支援内容 食料および飲料３日分、 

日用品（紙皿、紙コップ、ごみ袋ほか） 

◆問い合わせ 深谷市社会福祉協議会  

（受付専用ダイヤル） ①070-7579-4581 

②070-7579-4582 

午前９時～午後２時（土日・祝日を除く） 

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。 

 皿沼浄水場の設備を地震に強い構造に整備

していますが、令和５年１月上旬から２月上旬

に、古い施設から新しい施設へ切替えを行う予

定です（断水等はありません）。 

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 
 

問い合わせ 水道工務課 ☎５７７－７５３９ 

 ９日（金）年末防犯パトロール 午後７時～ 大会議室 

１７日（土）親子和紙ちぎり絵教室 午後１時～ 大会議室 

２０日（火）趣味の作品展打合せ会議① 午後７時～ 大会議室 

２２日（木）第９回自治会長会議 午後７時～ 大会議室 

《大寄地区の人口》 令和４年 １１月 １日現在 （ ）は前月

比 
男性  1,５３５人（ +１） 

女性  1,５５２人（ +２） 

合計  3,０８７人（ +３） 

世帯  1,２７１ （ -１） 

） 

 【使用済小型家電の収集日】 

１４日（第２水曜日） 

【有害ごみの収集日】 

１６日（第３金曜日） 

１２月２９日（木）・３０日（金）・１月４日（水）は、「燃やせるごみ」のみを特別に収集します。                                                       

なお、本年度も新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、極力清掃センターへの直接搬入は避けていた

だき、収集所へ分けて出していただきますようお願いいたします。 

▽直接搬入について  受付時間：午前８時３０分～午後４時 

搬入できるもの：燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ・資源物・使用済小型家電・有害ごみ 

受け入れ料金（家庭ごみ）：50kg まで無料、50kg を超える部分＝１０kgにつき 10円 

※燃やせるごみに限り、熊谷衛生センターと江南清掃センターに搬入が可能です。詳しくは各センターにお問い合わせください。

熊谷衛生センター：☎５３２－２０２１ 江南清掃センター：☎５３６－５７４５ 

※１２月２９日・３０日は深谷清掃センター（☎５７１－０７９９）へお問い合わせください。 

4 5 6 87

※燃やせる
ごみのみ

※燃やせる
ごみのみ

収集なし 収集なし 特別収集 通常収集 収集なし通常収集 収集なし

2 3

月 火 木

通常収集 通常収集

12/26 27

収集なし

31 1/1

通常収集

28

特別収集 収集なし

日水 金 土

※燃やせる
ごみのみ

29 30

特別収集

直 接 搬 入 で き ま す

直 接 搬 入 で き ま す

※年末年始のし尿・浄化槽汚泥のくみ取りは、各清掃業者等に申し込みください。 

年末⇒最終申込日 12 月２３日（金）まで、最終日 12 月２８日（水）午後３時まで 

年始⇒開始日１月４日（水）             問い合わせ  環境衛生課 ☎578-7332 

電話工事のため、上柴公民館の電話が不通に 

なります。１２月９日（金）午後６時～８時 
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初
代
村
長 
金
井
元
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（一
八
三
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一
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） 

 

 
 村

は
、
矢
島
・
内
ケ
島
・
高 

畑
・
上
敷
免
・
大
塚
島
・
起 

会
・
戸
森
・
谷
之
の
旧
八
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村
を
以
て
成
立
し
た
。
こ
の 

地
方
が
昔
か
ら
大
寄
郷
と
呼 

ば
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
名 

称
を
採
用
し
た
も
の
で
、
地 

方
史
に
明
る
い
元
治
の
発
案 

だ
っ
た
と
い
う
。 

 

明
治
四
十
二
年
八
月
、
元

治
翁
は
『
備
前
渠
史
』
上
下

二
巻
を
編
纂
し
て
、
こ
れ
を

組
合
関
係
者
に
頒
布
し
た
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大
正
七
年
九
月
、
近
郷
の

有
志
に
よ
っ
て
、
地
元
高
畑

鷲
宮
神
社
境
内
に
頌
徳
碑 

「
金
鶴
堂
金
井
翁
之
碑
」
が

建
て
ら
れ
た
。
撰
書
は
渋
沢

栄
一
。
文
中
「
翁
資
性
謙
虚

常
に
抑
損
に
し
て
矜
ら
ず
」 

「
翁
常
に
祭
典
を
修
め
又
基

本
財
産
の
増
殖
に
も
力
を
用

い
」
等
の
文
字
が
あ
る
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大
正
十
三
年
の
春
米
寿
を
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っ
た
後
、
病
を
得
て
五
月

十
三
日
没
し
た
。
享
年
八
十

八
歳
。 

※
抑
損
＝
心
を
抑
え
て
へ
り
く
だ

る
こ
と
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谷
市
文
化
財
保
護
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議
会
委
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。
明
治
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六
九
）
利
根
川
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治
水
工
事

を
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ぐ
っ
て
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と
関
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各
村

と
の
利
害
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立
が
生
じ
た
備

前
渠
元
口
事
件
で
は
、
関
係

十
四
ヶ
村
の
意
見
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り
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と
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状
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提
出
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代
表
し
て
そ

の
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た
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ま 

た
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二
十
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渋
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栄
一
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地
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工
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も
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二
十
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町
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今
回
か
ら
大
寄
村
の
歴
代
村
長
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つ
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て
、
旧
大
寄
公
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敷
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し
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